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九
月
一
日
は
、
大
正
十
二
年
に
関
東
大

地
震
が
発
生
し
た
日
で
す
。
こ
の
日
を
記

憶
に
と
ど
め
て
災
害
に
備
え
よ
う
と
、
昭

和
三
十
五
年
六
月
の
閣
議
了
解
に
基
づ

き
、
「
防
災
の
日
」
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
台
風
が
来
襲
す
る
厄
日
と
さ

れ
る
、
立
春
か
ら
数
え
て
二
百
十
日
目

が
、
ほ
ぼ
九
月
一
日
に
当
た
り
ま
す
。

「
防
災
の
日
」
の
創
設
は
、
昭
和
三
十

四
年
の
伊
勢
湾
台
風
が
契
機
と
な
っ
て
お

り
、
昭
和
三
十
五
年
五
月
に
は
チ
リ
地
震

津
波
が
来
襲
す
る
な
ど
、
誰
も
が
防
災
を

意
識
し
て
い
た
時
期
で
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
五
十
七
年
五
月
の
閣
議
了
解
に
基
づ

き
、
八
月
三
十
日
か
ら
九
月
五
日
ま
で
の

一
週
間
を
防
災
週
間
と
定
め
ま
し
た
。

福
岡
県
が
提
供
す
る
防
災
情
報
等
メ
ー

ル
配
信
シ
ス
テ
ム
「
防
災
メ
ー
ル
・
ま
も

る
く
ん
」
は
、
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
機
能

を
利
用
し
て
、
登
録
し
た
人
の
携
帯
電
話

に
災
害
時
の
情
報
や
地
域
防
犯
情
報
を
伝

え
ま
す
。
ま
た
、
受
信
し
た
い
情
報
の
種

類
や
程
度
は
、
登
録
時
に
任
意
に
設
定
で

き
ま
す
。
な
お
、
登
録
料
は
無
料
で
す

が
、
パ
ケ
ッ
ト
料
金
（
通
信
料
金
）
は
利

用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

気
象
情
報
の
発
表
に
合
わ
せ
て
、
お
住

ま
い
の
地
域
の
気
象
に
関
す
る
注
意
報
・

警
報
情
報
、
台
風
情
報
、
地
震
情
報
、
津

波
情
報
な
ど
を
受
信
で
き
ま
す
。
ま
た
、

県
か
ら
の
災
害
時
の
注
意
の
呼
び
掛
け
、

市
か
ら
の
避
難
勧
告
な
ど
の
防
災
情
報
も

受
信
で
き
ま
す
。

利
用
登
録
時
に
、
あ
ら
か
じ
め
安
否
を

知
ら
せ
た
い
人
（
ご
家
族
や
友
人
な
ど
）

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
て
お
き
ま

す
。
県
内
で
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
が
起

こ
っ
た
と
き
な
ど
は
、
簡
単
な
操
作
で
ご

自
身
の
安
否
を
伝
え
る
メ
ー
ル
を
配
信
で

き
ま
す
。

避
難
所
・
避
難
場
所
・
徒
歩
帰
宅
者
支

援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
災
害
拠
点
病
院
・
救

急
病
院
の
施
設
情
報
を
、
携
帯
電
話
で
提

供
し
ま
す
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
携
帯
電
話
な

ら
、
現
在
地
か
ら
目
的
施
設
ま
で
の
推
奨

ル
ー
ト
も
教
え
て
く
れ
ま
す
。

我
が
国
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や

福
岡
県
西
方
沖
地
震
な
ど
の
地
震
に
よ

り
、
過
去
に
何
度
も
大
き
な
被
害
を
被
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
契
機
と
し
て
平

成
十
八
年
に
改
正
施
行
さ
れ
た
「
耐
震
改

修
促
進
法
（
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進

に
関
す
る
法
律
）
」
で
は
、
地
震
に
よ
る

人
的
・
経
済
的
被
害
を
半
減
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
と
し
、
そ
の
た
め
の
施
策
を
定
め

た
「
耐
震
改
修
促
進
計
画
」
の
策
定
を
、

都
道
府
県
に
つ
い
て
義
務
化
し
、
市
町
村

に
つ
い
て
は
努
力
義
務
を
課
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
目
標
達
成
の
た
め
に
最
も
重
要

な
課
題
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
の
が
、

住
宅
な
ど
の
建
築
物
の
耐
震
診
断
お
よ
び

耐
震
改
修
で
す
。

福
津
市
の
耐
震
改
修
促
進
計
画

本
市
に
お
い
て
も
、
耐
震
診
断
お
よ
び

耐
震
改
修
を
促
進
し
、
地
震
に
強
い
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
た

め
、
国
の
基
本
方
針
お
よ
び
県
の
計
画
に

基
づ
き
、
県
内
で
十
一
番
目
と
な
る
「
福

津
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
計
画
期
間
は
平
成
三
十
一
年
度
末

ま
で
の
十
年
間
で
す
。

耐
震
診
断
・耐
震
改
修
が
必
要
な
住
宅
と
は

昭
和
五
十
三
年
の
宮
城
県
沖
地
震
後
、

住
宅
な
ど
の
耐
震
基
準
が
抜
本
的
に
見
直

さ
れ
、
昭
和
五
十
六
年
六
月
一
日
に
新
し

い
耐
震
基
準
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

よ
り
前
に
用
い
ら
れ
て
い
た
基
準
を
旧
耐

震
基
準
、
そ
れ
以
降
を
新
耐
震
基
準
と
い

い
、
新
耐
震
基
準
の
住
宅
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
も
大
き
な
被
害
が
少
な
か
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
法
令
の
定
め
に
よ

り
、
旧
耐
震
基
準
の
住
宅
所
有
者
に
は
、

耐
震
診
断
の
上
、
必
要
に
応
じ
耐
震
改
修

を
行
う
な
ど
の
安
全
性
確
保
に
努
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
旧
耐

震
基
準
の
住
宅
で
あ
っ
て
も
、
診
断
の
結

果
、
耐
震
性
が
確
認
さ
れ
る
事
例
も
あ
り

ま
す
。

現
在
の
耐
震
化
率
と
10
年
後
の
目
標

耐
震
化
率
と
は
、
す
べ
て
の
建
物
の
う

ち
、
耐
震
性
が
あ
る
建
物
の
割
合
で
す
。

現
在
、
福
津
市
に
お
け
る
住
宅
（
共
同
住

宅
を
含
む
）
の
耐
震
化
率
は
七
四
パ
ー
セ

ン
ト
で
す
が
、
こ
れ
を
平
成
三
十
一
年
度

末
に
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
向
上
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

建
て
替
え
な
ど
に
よ
る
自
然
更
新
分
に

加
え
、
現
在
あ
る
旧
耐
震
基
準
の
住
宅

を
約
一
千
戸
耐
震
改
修
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

※
耐
震
化
費
用
の
軽
減
を
図
る
た
め
、木

造
戸
建
住
宅
の
耐
震
診
断（
県
耐
震
診
断

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
）や
、改
修
費
の
一
部

補
助（
市
耐
震
改
修
補
助
制
度
平
成
二
十

三
年
度
創
設
予
定
）を
行
い
ま
す（
問
い
合

わ
せ
　
市
都
市
計
画
課
開
発
建
築
係
　
☎

５
２
・
４
９
５
６
）。
ま
た
、固
定
資
産
税

の
減
税
な
ど
税
制
面
で
の
優
遇
措
置
も
あ

り
ま
す（
問
い
合
わ
せ
　
市
税
務
課
資
産

税
係
　
☎
４
３
・
８
１
１
８
）。

今
月
号
の
広
報
に
、
『
地
震
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
（
ゆ
れ
や
す
さ
マ
ッ
プ
・
危
険
度

マ
ッ
プ
）
』
を
折
り
込
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
市
内
で
起
こ
り
う
る
最
大
規
模

の
地
震
を
想
定
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

ゆ
れ
や
す
さ
マ
ッ
プ
の
見
か
た

福
津
市
東
部
に
存
在
す
る「
西
山
断
層
」

に
よ
る
地
震
を
想
定
し
、そ
の
規
模
は
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド（
M
）７
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
場
合
、福
津
市
内
で
は
、震
度
５
強
か

ら
６
強
の
揺
れ
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

危
険
度
マ
ッ
プ
の
見
か
た

「
ゆ
れ
や
す
さ
マ
ッ
プ
」
で
示
し
た
強

さ
の
揺
れ
が
起
こ
っ
た
場
合
の
建
物
被
害

の
程
度
（
建
物
全
壊
率
）
を
表
し
て
い
ま

す
。
建
物
全
壊
率
は
、
地
域
に
建
っ
て
い

る
建
物
の
中
で
、
何
割
の
建
物
が
全
壊
す

る
か
を
示
し
ま
す
。
全
壊
率
の
数
値
が
大

き
く
な
る
ほ
ど
、
建
物
が
受
け
る
被
害
が

大
き
く
な
り
ま
す
。

マ
ッ
プ
活
用
の
お
願
い

地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
地
震
に

関
す
る
情
報
の
ほ
か
、
避
難
所
な
ど
の
位

置
に
つ
い
て
も
記
載
し
て
い
ま
す
。
お
住

ま
い
の
地
域
の
揺
れ
や
す
さ
と
危
険
度
を

確
認
し
た
後
は
、
ぜ
ひ
目
に
付
く
場
所
に

は
っ
て
、
災
害
時
の
備
え
と
し
て
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
都
市
計
画
課
（
津
屋
崎

庁
舎
）
　
☎
５
２
・
４
９
５
６

問
い
合
わ
せ

県
消
防
防
災
課
　
☎
０
９

２
・
６
４
３
・
３
１
１
２

★
登
録
方
法
★

登
録
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（m
a
m
o
r
u
@
b
o
u
s
a
i
m
o
b
i
l
e
.

p
r
e
f
.
f
u
k
u
o
k
a
.
l
g
.
j
p

）に
空
メ

ー
ル
を
送
信
し
、そ

の
返
信
メ
ー
ル
の
内

容
に
従
っ
て
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。
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そのほか、お役立ち
情報もあります!!
そのほか、お役立ち
情報もあります!!

運
用
を
開
始
し
て
約
一
年
経
過
し
た
デ

ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
、
九
月

一
日
か
ら
そ
の
運
用
方
法
を
一
部
変
更
し

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

火
災
時
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
は
、
津
屋

崎
、
福
間
、
神
興
、
上
西
郷
の
四
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
、
火
災
発
生
区
域
に
対
し
て
行

っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
建
物
・
林
野
火
災
の
消
火
業

務
は
、
市
の
全
消
防
団
で
行
っ
て
い
ま

す
。
以
前
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
方
法
で
は
、

団
員
に
対
し
て
の
火
災
発
生
事
実
の
周
知

が
遅
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
受

け
、
前
述
の
火
災
発
生
時
に
つ
い
て
は
、

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
個
所
を
、
市
内
全
区
域
に

変
更
し
ま
す
。

ま
た
、
以
前
お
知
ら
せ
し
た
通
り
、
サ

イ
レ
ン
吹
鳴
後
は
、
被
災
地
区
（
福
津
市

○
○
区
付
近
な
ど
）
お
よ
び
火
災
種
別

（
建
物
火
災
も
し
く
は
林
野
火
災
）
に
つ

い
て
放
送
し
ま
す
。
放
送
時
間
帯
は
、
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
九
時
ま
で
の
間

で
す
。

な
お
、
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

い
つ
で
も
放
送
内
容
の
確
認
が
で
き
ま

す
。
電
話
番
号
は
、
次
の
通
り
で
す
。

☎
０
１
８
０
・
９
９
９
・
０
９
０
（
火
災

緊
急
放
送
）

問
い
合
わ
せ

市
生
活
安
全
課
（
福
間
庁

舎
）
　
☎
４
３
・
８
１
０
７

ま
も
る
く
ん
の
主
な
機
能

大
雨
・台
風・地
震
・津
波
な
ど
の
防
災

気
象
情
報
や
避
難
勧
告
情
報
な
ど

1
災
害
時
の
安
否
情
報
通
知

2
福
岡
県
避
難
支
援
マ
ッ
プ

3

住宅（合計）：20,042戸

5,195戸
昭和55年以前昭和55年以前

昭和56年以降昭和56年以降
12,787戸

2,060戸

25.9%

63.8%

10.3%

住宅の耐震化の現状（平成21年度推計）

昭和55年
以前で
耐震性あり

ご
存
知
で
す
か

防災の日です９月１日は防災の日です９月１日は

防
災
情
報
等
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て

防
災
メ
ー
ル
・
ま
も
る
く
ん

防
災
行
政
無
線
の
運
用
方
法
の

変
更
に
つ
い
て

耐
震
改
修
促
進
計
画
と
は

地
震
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ

に
つ
い
て


